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ご長寿おめでとうございます

　米寿を迎える皆さま、ご長寿おめでとうございます。
　10月２日、車谷村長が米寿（88歳）の方々の家庭を訪問し、当日お会いできた９名の
皆さんに村からのお祝品をお届けし、ご長寿をお祝いしました。　
　車谷村長から皆さんに「これからも健康に留意いただきお元気でおすごしください」と
のお祝いの言葉をかけました。本年、米寿を迎えられる方は（昭和５年４月２日から昭和
６年４月１日生）19名です。

　なお、当日不在等のため訪問できませんでした10名の皆様には、後日、お祝品をお渡
しさせていただきました。

（洞川）井口翁介さん

（洞川）新子周子さん

（九尾）辻浦孝美さん

（洞川）田井中良平さん

（沖金）堀井茂子さん

（和田）中森千代子さん

（洞川）西崎郷生さん

（中谷）畠中千代枝さん

（籠山）霜村ミサ子さん



3

　村内の避難所付近に設置している防災倉庫の備蓄品（非常食）の賞味期限が近づいてい
ることから、非常食の更新にあたり費用の３分の２を助成します。
　今年度は、西部地区の防災倉庫に備蓄している非常食が賞味期限を迎えており、先に更
新を予定しております。非常食については下記のものを更新しますのでご確認お願いしま
す。また、来年度以降に中央地区、洞川地区の更新を予定しておりますのでよろしくお願
いします。

　なお、賞味期限の切れた非常食については、すぐに食べられなくなるものではありませ
んので、避難訓練等行う機会がありましたらご利用ください。

　中山十代一氏は、地域安全推進委員として
長年子どもの見守り活動を中心に地域安全活
動に取り組まれ、平成30年10月６日「全国
地域安全運動」奈良県民大会において、防犯
活動の推進普及発展に尽くしたとして、防犯
功労者表彰を受章されました。
　今後も地域の安全へのご活躍をお祈り申し
上げます。

非常食の種類

アルファ米 炊き上げた米を乾燥させており、お湯か水を
注ぐだけでご飯が出来上がります。

カ ン パ ン 多くの糖質、ビタミン、ミネラルを含んだ非
常食です。

缶 詰 パ ン 宇宙食としても使用されたもので、保存期間
も長く優れたパンです。

保　存　水 特殊な充填方法、無菌状態でボトリングして
おり、長期の保存ができる水です。

防犯功労者表彰受賞

防災 てんかわ
第70回
◆ 防災備蓄品更新 ◆
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　台風は年々発生する頻度が増え、また勢力の強い状態で上陸するケースが多くなってい
ます。本年も９月に上陸した台風21号の大雨・暴風等に起因する倒木により道路が寸断さ
れ、大規模な停電や電話の不通、通行止めなどが約２日間にわたって続き、村民生活に多
大な影響が出たところです。
　停電が長時間に及んだ原因のひとつに、道路脇の立木が電線に倒れ架かり、その倒木処
理に時間を要し、電線や電柱等の設備の復旧が進まなかったことが挙げられます。
　こういった事態の原因として管理がなされていない放置された山林が増え、強風・暴風
に耐えられない山となっていることに原因があるとも思われます。
　村民の皆様（特に道路沿いの所有者）には、所有する山林が写真のような災害の原因と
なることを再認識していただき、平常時より適切な管理に努めていただくことが今後の災
害防止対策に繋がるものとしてお取組いただきますようお願いします。

台風21号による被害の様子

日頃から山林の適切な管理を心掛けましょう！
　倒木により電線や電話線が断線すると、長時間にわたり停電、通信障害が発生いたしま
す。天災とはいえ周辺住民に多大な迷惑を掛ける事となります。
　こうした倒木による事故を未然に防ぐために山林所有者は、間伐や枝払いなどの適切な
山林の管理に努める責務があります。また歩行者や車両に対して被害を及ぼした場合に
は、所有者が管理責任を問われる場合があります。
　自身の山林の管理については十分ご配慮いただきますようお願いいたします。

への災害 備え

（左）九尾ダム手前の土砂崩れ （右）和田区　下和田の倒木
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　平成26年10月１日より天川村の教育長を務
めておられた、福山靜男教育長が平成30年９
月末の任期満了に伴い、10月１日より再度天
川村の教育長として就任されました。就任以
来の教育行政においての様々な功労に敬意を
表し感謝するとともに、今後とも一層のご尽
力賜りますようよろしくお願い致します。小
中一貫教育や、教室へのエアコン設置といっ
た教育環境の整備等多くの課題を抱える中、
天川村の教育の充実、発展のためにお力を尽
くして頂きますことを期待しております。

　９月29日（土）に「えんがわ音楽祭in洞川～水の音コンサート～前夜祭」が開催されま
した。
　台風24号の影響で前夜祭のみの開催となりましたが、会場となりましたシェアオフィ
ス西友には約130人の方が来場されました。
　来場された皆様は癒しの音楽と街の雰囲気が調和した極上のひとときを楽しんで頂けた
ことと思います。

出演頂いた方は次のとおりです。
　横田　美穂　　　（フルート奏者）
　佐藤　和哉　　　（篠笛奏者）

教育長就任について

えんがわ音楽祭in洞川～水の音コンサート～前夜祭
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　日本年金機構では、11月を「ねんきん月間」、「国民お一人おひとり、ねんきん
ネットを活用しながら、高齢期の生活設計に思いを巡らしていただく日」として、
11（いい）月30（みらい）日を「年金の日」としました。

　「ねんきん月間」は、国民の皆様に公的年金制度を身近に感じていただき、公的年金に
対する理解を深めていただくことを目的としています。また「年金の日」は、国民お一人
おひとりに「ねんきんネット」を活用してご自身の年金記録や公的年金の受給見込額を確
認していただき、高齢期の生活設計に思いを巡らしていただくことを目的としています。
この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」で、ご自身の年金記録と年金受給
見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか。

　「ねんきんネット」をご利用いただくと、年金事務所に問い合わせなくても、24時間
いつでもどこでも、パソコンやスマートフォンから、ご自身の年金記録を確認できるほ
か、将来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をす
ることもできます。また、年金支払いに関する通知書の確認や国民年金保険料控除証明書
等の再交付申請ができる等便利な機能があります。

　「ねんきんネット」については、『☎０５７０－０５８－５５５』または大和高田年金
事務所『☎０７４５－２２－３５３１』にお問い合わせください。

　大和高田年金事務所では、毎月第２土曜日（９：００～１６：３０）は開所しています
（今月なら11月10日）。年金の相談には、お待たせ時間の少ない「予約相談」
『☎０５７０－０５－４８９０予約申込』を是非ご利用ください。

※�基礎年金番号のわかる「年金手帳」や「ねんきん定期便」、また本人確認のできる書類
をご持参くださいますようお願いいたします。
　■　住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内線　１６５）

11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は
「年金の日」です！

毎月第２土曜日は、開所しています！
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　平成30年10月３日、全国簡易水道協会
として国へ要望活動を実施しました。
　簡易水道事業の継続及び来年度の予算
確保に向けて、沖部総務省大臣官房審議
官、本島総務省自治財政局公営企業経営
室長、和泉国土交通省北海道局長へ要望
書を渡しました。

　平成30年８月10日、奈良県県土マネジメント部山田部長、加藤次長、松田道路建設課
長の３名が県道高野天川線の視察に来られました。
　国へ要望している県道高野天川線未整備区間の２車線道路整備について、車の待避が困
難な箇所や危険な箇所の実情を見てもらい、要望箇所の説明を行いました。

全国簡易水道協会　要望活動

奈良県土木部長　県道高野天川線　道路視察

和泉 国土交通省北海道局長 本島 総務省自治財政局公営企業経営室長

沖部 総務省大臣官房審議官（公営企業担当）
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　９月21日から９月30日まで『交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり』をスローガンに秋の交通安
全運動による各行事が実施されました。
　９月１日には、大淀町大前梨果園農場にて、「交通安全事故ナシ（梨）収穫」が実施されました。６月に
行われた文字入れから３か月経ち、小さな梨の実に刻んだ交通安全の標語が、大きくなった梨の実に茶色く
浮かび上がっていました。この日収穫された梨の実は、９月22日に大淀町芦原南交差点で行われた、「交
通安全事故はナシ（梨）作戦」でドライバーの皆様に配られ、交通事故防止運動に活用されました。
　９月22日・25日・28日の村内主要交差点での街頭指導では、標語入りの梨の他、天川村交通安全母の会
の役員により作成された啓発物品の「アクリルたわし」も配布させていただきました。
　また、交通安全協会の役員を中心にカーブミラーの点検や清掃等を実施しました。
　ご協力いただきました皆様には、深く御礼申し上げますとともに、村民の皆様におかれましては引き続き
交通安全に努めていただきますようお願いします。

　今年７月に甚大な被害をもたらした、「平成30年７月豪雨災害」について、災害義援金として、義援金
箱を公共施設に設置してまいりましたが、平成30年10月１日をもって終了いたしました。多くの皆様か
ら、温かいご支援をいただきまして、誠にありがとうございました。
　お寄せいただきました義援金は102,438円となり、日本赤十字社奈良支部を通じて被災された方々にお
届けいたします。
　また、引き続き「北海道胆振東部地震」の募金箱を役場窓口及び国保診療所に設置させていただいており
ますので、皆様の温かいご支援をよろしくお願いします。

天川村・日本赤十字社天川分区

秋の交通安全運動が実施されました

「平成30年７月豪雨」災害義援金受付終了について

交通安全事故ナシ（梨）収穫作戦

交通安全事故はナシ（梨）作戦（芦原南交差点）

街頭指導（川合）

街頭指導（川合）
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健康福祉課だより

［介護予防・日常生活支援総合事業の目的と考え方］

　総合事業は、市町村が中心となって、地域の実情に応じて村民等の多様な主体

が参画し、多様なサービスを充実させることで地域の支え合い体制づくりを推進

し、要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を目指します。

ほほえみポートてんかわ内の「地域包括支援センター」で推進しています。

介護サービスと地域支援事業を柔軟に組み合わせて、住み慣れた天川村で健康に生

活できるように支援体制を整えています。

訪問介護、デイサービス、老健や特養などの一般的な介護サービスを指します。

介護予防・日常生活支援総合

事業について説明します
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　天川村では、65歳以上の人、また60～64歳の特定疾患を持つ人のインフルエンザ予防接種につい
て、接種費用の一部を公費負担させていただいております。
対象となり、接種を希望される人は、是非この制度をご利用ください。（入院先・入所施設先での接
種にもご利用いただくことができます。）
　　公費助成対象　：　天川村に住民票がある65歳以上の人、また60～64歳の特定疾患を持つ人
　　公費負担金額　：　お１人につき　２０００円（生活保護世帯は全額公費負担となります。）
　　　　　　　　　　　医療機関では、接種費用から２０００円引いた金額をお支払い下さい。
　　　　　　　　　　　※　課税・非課税世帯の料金の区別はありませんので、ご了承下さい。
　　お 申 込 み　：　医療機関宛の文書が必要ですので、接種前に下記までお申し出ください。

 ＊インフルエンザの予防方法＊
①ウイルスをもらわない、うつさない
　・こまめにせっけんで手洗い、うがいする。
　・部屋の乾燥を防ぐ。
　・外に出るときは、マスクを着用する。
　・時々部屋の換気を十分にする。

受診の際の注意点
　・インフルエンザを疑う場合は、必ず受診前に医療機関に
　　電話連絡をし、医療機関の指示に従って受診してください。

　・また、体調の変化には十分ご注意いただき、異変を感じる場合は、
　　くれぐれも無理をせず、速やかに医師にご相談ください。

②体に抵抗力をつける
　・バランスのとれた食事を３食きちんととる。
　・睡眠を十分にとる。
　・過度の厚着を避け、適度な運動をする。

高齢者インフルエンザ予防接種公費助成に関するお知らせ

天川村国保診療所で接種される場合
　天川村国保診療所での接種を希望される場合、対象の人に
つきましては２０００円分差し引いた金額でのご案内となっ
ておりますので、上記手続きは必要ありません。

村外の医療機関で接種される場合
　医療機関宛の文書が必要となりますので、接種当日までに
下記までお申し出ください。
　ほほえみポート天川　保健師（☎：６３－９１１０）
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閉　　　　館　　　　日　（文化の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　11月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  不　燃

	 2	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 3	 土		

	 4	 日

	 5	 月	 診　　察			   燃　焼

	 6	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 7	 水	 診　　察	

	 8	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  資源２

	 9	 金	 診　　察	 休　　診		  燃　焼

	 10	 土		

	 11	 日		

	 12	 月	 診　　察			   燃　焼

	 13	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 14	 水	 診　　察		

	 15	 木	   診察（松村医師）			   不　燃	

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。
＊インフルエンザ予防接種実施日の診察は休診となりますので、ご了承ください。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（勤労感謝の日）

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　11月の予定表

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

インフルエンザ
予防接種

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 17	 土	

	 18	 日	

	 19	 月	 診　　察			   燃　焼

	 20	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 21	 水	 診　　察			   資源２

	 22	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  燃　焼

	 23	 金	

	 24	 土	

	 25	 日

	 26	 月	 診　　察			   燃　焼

	 27	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 28	 水	 診　　察			 

	 29	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  不　燃

	 30	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

粗　大
（予約）



13

　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次第
受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　毎日がんばる体に、また年齢を重ねていく体に大切な健康づくりの
ための時間を皆さんに持っていただきたいと思い、「出前」健康教室
をご用意させていただいております。ご利用は無料です。
　関心をお持ちの人は、お気軽にご連絡ください。少しでも皆さまの
健康づくりのお手伝いができれば、幸いです。

　◇利用いただける人　　天川村のすべての人
　　　　　　　　　　　　�３～５名のグループからご利用ください。年齢の制限はありません。ご近

所やお友達等のグループでのご利用も歓迎します。
　◇利用できる日時　　　原則として、平日の９時～１７時まで。
　　　　　　　　　　　　詳しい日時については、ご相談の上決定します。
　◇利用できる場所　　　�個人様のお宅や集会所、ほほえみポート天川などご指定の場所で開催しま

す。
　◇教　室　内　容　　　ご希望の内容をお聞かせください。ご相談の上、決定します。

　『UPDATE!　エイズ治療のこと　ＨＩＶ検査のこと』をキャンペーンテーマに今年も吉野保健所
にて、ＨＩＶ抗体検査・エイズ相談が行われます。
　エイズは予防することができ、またＨＩＶに感染していても発症を遅らせることができます。予防
のためには、感染経路を知り、どのような行動をとることが大切かよく理解しましょう。
　
＜ＨＩＶ抗体検査を受けましょう＞　匿名・無料で受けることができます。
　　　休日検査 ：12月２日（日）　午前９時～午前11時
　　　常設検査 ：毎月第２・第４月曜日　午前９時～午前11時
　　　場　　所 ：吉野保健所（吉野郡下市町新住15－３）
　　　内　　容 ：ＨＩＶ・エイズに関する相談、血液検査、結果説明
　　　問合せ先 ：吉野保健所　感染症係（☎：０７４７－６４－８１３２）

発達相談のご案内

健康教室の「出前」します。

12月１日は「世界エイズデー」です！

日　　程 会　　場

11月２日（金） ほほえみポート天川

検診や教室等の内容やお申し込みの方法、その他、疑問な点やご不明な点に
つきましては、ほほえみポート天川内保健師までお気軽にお問い合わせください。

連絡先　（☎６３－９１１０）
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　10月８日（月）体育の日の午前中に秋の村民グラウンドゴルフ大会を開催しました。当日は天候
にも恵まれ、子どもから大人までの31人が秋晴れの空の下で激戦を繰り広げられました。（※副賞
には豪華景品もありました。）
　午後からは、吉野郡民体育大会グラウンドゴルフ競技出場選手選考会を開催し、郡民体育大会への
参加を目指し15人が集まりました。予選会で上位12名までに入賞した選手の方には秋季吉野郡民グ
ラウンドゴルフ大会参加の権利が授与されます。

村民グラウンドゴルフ大会　大人の部

村民グラウンドゴルフ大会　子どもの部

郡民体育大会グラウンドゴルフ大会
順位 氏　　　名 スコア
１ 山　田　健　次 36
２ 堀　井　スミ子 38
３ 平　　　美千代 39
４ 大　前　房　雄 40
５ 平　上　ヤス子 40
６ 片　岡　長　三 42
７ 堀　口　明　夫 42
８ 西　前　静　代 42
９ 森　本　和　恵 42
10 鶴　岡　壇　定 43

順位 氏　　　名 スコア
１ 堀　井　魁　星 50
２ 堀　井　遥　悠 57
３ 名　迫　光　希 63

順位 氏　　　名 スコア
１ 堀　井　スミ子 35
２ 中　西　隆　司 38
３ 森　本　靖　順 40
４ 森　本　和　恵 41
５ 中　西　愛　司 42
６ 大　前　ミエ子 43
７ 平　上　ヤス子 43
８ 平　　　美千代 44
９ 山　田　健　次 44
10 林　谷　勝　征 45
11 片　岡　長　三 45
12 鶴　岡　壇　定 46

秋の村民グラウンドゴルフ大会と
吉野郡民体育大会グラウンドゴルフ競技出場選手選考会
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　天川村地域おこし協力隊[林業部門]の板谷です。昨年から引き続き、林内作業道開設工事の
研修を受けています。現在は作業道を設けるルート上の先行伐採から、山をユンボで掘削して
路面が出来る一連の流れを経験しています。山の斜面をユンボで路面に均（なら）している間
は木を伐採します。木を伐倒する際は追い口からクサビを打ち込む作業を私は行います。クサ
ビを打つと、木を受け口方向に傾けてチェーンソーを木に挟まないように補助する役割を果た
します。伐倒した木は枝払いをして、市場に出荷する丸太は４m50cm、４m20cmに玉切り
して、木柵に利用する材は４mに小切ります。そしてユンボに搭載された巻き上げ機（ウィン
チ）を使い、作業道から離れた斜面にある丸太は、滑車を利用して力強く引き上げます。集材
時に注意する点は、丸太を吊った時にワイヤーの内角に入ってはいけません。滑車からワイヤ
ーが外れたり、丸太から台付ワイヤーが抜けたりする恐れがあるので、固定されているかしっ
かり確認します。また、台付ワイヤーも私が製作しているので解けないように気を付けて編ん
でいます。これからも安全確認を怠らず、きちんと作業が出来るように取り組んでいきます。

天川村地域おこし協力隊だより　㉗

巻き上げ機（ウィンチ）による丸太の集材

犬走り(木柵)の釘打ち 立木を伐倒する時の矢打ち
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　天川村商工会では、天川村の豊かな自然環境が生み出す魅力ある地域産品・食文化を訪れる観光客
や県内外の方へ広く情報発信することを目的とし、「満天土産」・「満天御膳」と称し販路拡大事業を
実施しています。
　平成30年度新規認定事業所の募集を実施いたします。下記実施概要をご覧いただき、申込希望さ
れる方は商工会までお問い合わせください。

募集期間：平成30年11月1日（木）～20日（火）

【定　　義】　　第１条　地域の食材を活用した料理であること。
　　　　　　　　第２条　通年で提供できるものであること。
　　　　　　　　第３条　天川村内で調理し、かつ提供されるもの。
　　　　　　　　第４条　オリジナリティにこだわり、料理から天川村の
　　　　　　　　　　　　食文化がイメージできること。
【応募条件】　・天川村内に本店を有している事業所（飲食店・宿泊施設など）
　　　　　　　・本事業の趣旨をご理解頂き事業に協力して頂ける事業所
　　　　　　　・雑誌やテレビ局からの取材依頼の際にご協力頂ける事業所
【参 加 費】　　初回登録料　　５千円（本年度に限る、次年度以降１万円）
　　　　　　　　年　会　費　　１万円

◆登 録 品 目 数◆　１事業所２品まで（但し、下記すべての項目に該当することとします。）
◆応　募　要　件◆　①天川村に主たる事業所を有するもの
　　　　　　　　　　②当地域内で生産または加工された商品であること
　　　　　　　　　　③商品に「天川村らしさ」を連想させる内容が含まれるもの、または
　　　　　　　　　　　村民に広く周知されている商品であること
　　　　　　　　　　④自社基準において無添加商品であること　　　　　
　　　　　　　　　　⑤完成商品であること
　　　　　　　　　　⑥販路開拓支援に係る専門家によるブラッシュアップ支援（容量・
　　　　　　　　　　　パッケージ・価格体系）を受けること
◆ブランド認定料◆　初回登録料　　５千円（本年度に限る、次年度以降１万円）
　　　　　　　　　　年　会　費　　１万円
◆選　考　方　法◆　審査会を組織し、審査を実施。

天川ブランド「満天御膳」･「満天土産」
認定商品募集！！

「満天御膳」とは
天川村の豊かでバラエティに富んだ食文化を天川
村へ訪れる観光客や県内外の方へ広く情報発信す
ることを目的とした取組です。

「満天土産」とは
豊富な地域資源を活用したものや風土・文化に根差
したものなど魅力ある商品を本村に訪れる観光客や
県内外の新たな顧客へ発信するための取組です。

　　　【お申込み・お問合せ】
天川賑わいづくり事業実行委員会　事務局　　　ＴＥＬ：６３－０８１８
（天川村商工会）　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：６３－０２１７
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　この度高知県主催の第21回全国清流めぐり利き鮎会が開催され、天川漁協も今回参加
いたしました。
　利き鮎というと聞きなれない言葉ですが、利き酒コンテストは耳にしたことがあると思
います。利き鮎会は、鮎の味・姿・わた・身・総合の５項目を審査対象とし、河川名を隠
し280名の目と舌で審査したコンテストです。
　今年度は、全国58か所の河川が参加し、９ブロックに分かれそのブロックの中で１位
となった河川がグランプリを目指して競うものです。天川漁協は、Eブロックに入り、最
も厳しいブロックでしたが勝ち上がり、グランプリを目指しましたが、惜しくも準グラン
プリとなりました。
　これは、天川村の河川が美しく、全国的にも美味しく、形も良く皆さんに誇れる鮎であ
るという証明を頂いたことになります。
　釣りを通して、自然環境の大切さを訴えていけたらと考えています。今後も漁協の活動
に対しましてご支援・ご協力頂きますようよろしくお願いいたします。

全国清流めぐり利き鮎会　準グランプリ獲得について
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　夫・パートナーからの暴力をはじめとして、職場等におけるセクシャルハラスメント、ストーカー
行為などの女性の人権に関わる問題全般について、ご相談をお受けします。相談は無料で秘密厳守で
すので、お気軽にご利用下さい。
１．日　時　　平成30年11月12日（月）から11月18日（日）まで
　　　　　　　電話受付時間：平日　午前８時30分から午後７時まで
　　　　　　　土日　午前10時から午後５時まで
　　　　　　　インターネット受付時間：24時間（回答は後日となります。）
２，全国一斉「女性の人権ホットライン」電話番号
　　　　　　　電話番号 ０５７０－０７０－８１０
　　　　　　　※電話をおかけになった場所の最寄りの法務局につながります。
　　　　　　　※携帯電話・ＰＨＳ使用可・ＩＰ電話使用不可
　　　　　　　URL　http：//www.jinken.go.jp/
　　　　　　　※�インターネット人権相談フォームに相談内容等を記入して送信すると、
　　　　　　　　後日、最寄りの法務局が回答します。
３．対　象　　県内在住の女性
４．相談員　　人権擁護委員及び法務局職員
５．お問合わせ　奈良地方法務局人権擁護課 (☎0742－23－5457)まで

　日本初の男性専用相談『男』悩みのホットライン開設に参加され、現在も男性の悩み相談に携わっ
ておられる濱田智崇氏を講師にお招きして、男性の生きづらさの原因、ストレスをためないような考
え方、コミュニケーション法などについて学ぶ講座となっています。
　少しでも興味を持たれたならば、参加されてみてはいかがでしょうか？
【講座名】　男性の素敵な生き方セミナー
【日　時】　平成30年12月22日（土）午前10時～12時
【会　場】　奈良県女性センター （奈良市東向南町６番地　近鉄奈良駅徒歩５分）
【内　容】　�男性がみずからを縛っているものに気づき、ストレスをためないような考え方やコミュ

ニケーションについて学びます。
【講　師】　濱田　智崇氏（京都橘大学健康科学部　准教授、カウンセリングオフィス天満橋代表）
【対　象】　男性30名（先着順）
【申　込】　ホームページ、ＦＡＸ、ハガキより申込み　 
【締　切】　12月14日（金）（但し、定員になり次第締め切り）
【受講料】　無料
【託　児】　１歳以上就学前までのお子さんお一人につき５００円
【お問合わせ・申込先】 奈良県女性センター　　企画運営係
　　　　　　　　　　　〒630－8216　奈良県奈良市東向南町6番地
　　　　　　　　　　　☎0742－27－2300・FAX0742－22－6729

全国一斉『女性の人権ホットライン』強化週間について

平成30年度　「男性の素敵な生き方セミナー」について
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推
進
係

　

☎
：
０
７
４
７
︱
64
︱
８
１
３
４

　
�

（
月
～
金　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
７
︱
52
︱
７
２
５
９

　

近
畿
税
理
士
会
で
は
、
税
理
士
と
し
て
の

知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
を
必
要
と
す
る
方
や
そ
の
ご
家
族
・

支
援
者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

予
約
必
要

予
約
不
要

予
約
必
要

「
働
き
方
改
革
」

の
実
現
に
向
け
て

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

厚
生
労
働
省
奈
良
労
働
局
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す

　

�

「
ひ
ふ
の
日
」
記
念
講
演
会

「
皮
膚
科
な
ん
で
も
無
料
相
談
会
」

（
奈
良
県
医
師
会
皮
膚
科
部
会
）

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
催
し

　

�
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

～
近
畿
税
理
士
会
～
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お し ら せ

①�
自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自

衛
隊
／
任
期
制
）

対
象

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

　

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

　

�

随
時
（
各
試
験
日
の
数
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
）

試
験
日

　

平
成
30
年
11
月
11
日
（
日
）

　

平
成
30
年
12
月
８
日
（
土
）

　

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）

　

平
成
31
年
２
月
23
日
（
土
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

�

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
及
び

身
体
検
査
。

※�

平
成
30
年
10
月
１
日
（
月
）
か
ら
採
用
年

齢
の
上
限
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　

�

詳
細
は
、
左
記
の
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　

五
條
地
域
事
務
所

　

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
︱
12

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

�

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

　

毎
年
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
を
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
お
り
、
税
務

行
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
を
、
「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」
と
し
、
国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
特
設
ペ
ー
ジ

を
設
け
て
国
税
庁
の
仕
事
や
取
組
に
つ
い
て

動
画
等
を
用
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
税
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

昭
和
52
年
３
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
物

に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

を
含
有
す
る
安
定
器
が
取
り
付
け
ら
れ
た
照

明
器
具
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
は
、
原
則
と
し

て
、
所
有
者
が
、
法
で
定
め
る
処
分
期
間
で

あ
る
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
に
全
量
処
分

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
安
定
器
を
使
用
ま
た
は
保
管
し
て
い

る
と
き
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基
づ
き

届
出
が
必
要
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
を

発
見
し
た
場
合
、
す
ぐ
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
の
掘
り
起
こ

し
調
査
を
奈
良
県
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
票
等
が
届
い
た
皆
様
は
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
天
川
村
役
場
住
民
課
ま
た

は
、
奈
良
県
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

天
川
村
役
場
住
民
課

　

☎
６
３
︱
０
３
２
１

　

�

奈
良
県
く
ら
し
創
造
部
景
観
・
環
境
局
廃

棄
物
対
策
課
産
業
廃
棄
物
第
二
係

　

☎
０
７
４
２
︱
27
︱
８
７
４
８

訂
正
と
お
詫
び

　

前
回
の
広
報
て
ん
か
わ
10
月
号
28
ペ
ー
ジ

に
て
、
記
述
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

28
ペ
ー
ジ
下
部

（
誤
）
中
山
連
合
会
長

（
正
）
中
山
連
合
副
会
長

　
奈
良
県
最
低
賃
金　
時
間
額
７
８
６
円

　
（
平
成
30
年
10
月
４
日
発
効
）

　

奈
良
県
最
低
賃
金
は
奈
良
県
内
で
働
く
す

べ
て
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
上

記
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業
所
で
働
く
労
働

者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

奈
良
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
７
４
２
︱
32
︱
０
２
０
６

奈
良
県
特
定
最
低
賃
金
が

　
改
定
さ
れ
ま
し
た

特
定
最
低
賃
金

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

時間額　860円
（平成29年12月27日発効）

電機関係製造業
電子部品・デバイス・電子回路、
発電用・送電用・配電用電気機械
器具、産業用電気機械器具、民生用
電気機械器具製造業

時間額　849円
（平成29年12月27日発効）

自動車小売業 時間額　851円
(平成29年12月27日発効）

木材・木製品・家具・装備品製造業
時間額　816円
日　額　6,527円
（平成元年１月25日発効）

　

�

11
月
11
日（
日
）～
17
日（
土
）

は
税
を
考
え
る
週
間
で
す

　
�

平
成
30
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　
�

～
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
掘
り
起
こ
し
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

五色　西　本　　力  様
（亡母　コナミ様ご供養として）

ありがとうございました
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村のうごき

９月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

平成30年11月１日発行　通巻501号

2018年９月30日現在（　）内は前月との比較

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
■企画・編集／総務課 広報係（内線123）TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329　
■URL：http://www.vill.tenkawa.nara.jp/  ■E-mail：tenkawa@vill.tenkawa.lg.jp

The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,424人（±０）	 男　676人（－１）	 女　74８人（＋１）	 世帯数　674戸（－１）

34.19トン	　前月比： 48.24％　	前年同月比： 86.75％ 2.81トン	　前月比： 45.99％　	前年同月比： 82.89％

5.91トン	　前月比： 76.26％　	前年同月比：109.04％ 0.83トン	　前月比： 43.92％　	前年同月比： 39.71％

広報で紹介して欲しい村内の各地区のイベント・行事等がありましたら、お気軽に役場広報係までご連絡ください
役場　広報係　☎６３－０３２１

11
月
の
出
来
事

と
新
嘗
祭
・

　
　
　

勤
労
感
謝
の
日
に
つ
い
て

　

２
０
１
８
年
も
10
ヶ
月
あ
ま
り
が
過
ぎ
、
年
の
終
わ
り
が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
寒
さ
も
厳
し
く
な

り
、
朝
は
布
団
が
恋
し
い
季
節
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
冬
至
へ
近
づ
き
日
照
時
間
も
短
く
な
り
、
明
る
い
時

間
で
の
活
動
が
し
辛
く
な
り
ま
す
の
で
、
日
々
時
間
を
大
切
に
、
体
に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
11
月
に
は
３
日
・
４
日
に
天
川
村
役
場
に
て
も
み
じ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
毎
年
恒
例
の
天
川
村

特
産
展
や
、
葛
湯
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
名
物
ぼ
た
ん
鍋
の
販
売
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
遊
覧
飛
行
（
雨
天
強
風
時
は
中

止
）
、
和
太
鼓
龍
王
の
演
奏
、
天
川
村
子
ど
も
作
品
展
の
展
示
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
れ

以
外
に
も
、
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
２
日
に
秋
季
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
秋
季
大
祭
で
は
御
造
営
三
十
年
記
念
の

納
め
と
し
て
「
天
烏
船　
神
々
の
お
渡
り
」
と
題
し
た
祭
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
能
楽
奉
納
、
斎
灯
殿

で
の
神
事
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
17
日
に
は
五
節
句
開
き
の
神
事
（
と
う
と
た
ら
り
・
旧
10
月
10
日
）
、
秋
の
太
々
神
楽
講

講
社
大
祭
（
た
た
か
ぐ
ら
こ
う
こ
う
し
ゃ
た
い
さ
い
）
、
23
日
に
は
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
天
河
大
辨
財
天
社
で
も
23
日
に
新
嘗
祭
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
秋
の
収
穫
、
新
穀
を
御
供
え
し
、
そ
の

年
の
収
穫
を
感
謝
し
、
来
年
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。
全
国
各
地
の
神
社
で
行
わ
れ
る
他
、
元
々
は
１
３
０
０

年
以
上
昔
か
ら
続
く
宮
中
行
事
で
あ
り
、
天
皇
陛
下
が
新
穀
を
奉
る
と
と
も
に
、
そ
の
新
穀
を
召
し
上
が
ら
れ
る
祭
事

で
す
。
か
つ
て
は
今
よ
り
も
農
業
や
そ
の
生
産
物
が
生
き
る
こ
と
に
直
結
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
重
要
視
さ

れ
る
祭
事
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ぜ
23
日
に
行
わ
れ
る
か
と
い
う
と
、
太
陽
暦
を
導
入
し
た
年
に
、
旧
暦
で
新
嘗

祭
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
日
付
が
た
ま
た
ま
11
月
23
日
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
理
由
で
す
。
そ
ん
な
天
皇
陛
下
の
関
わ
る

祭
事
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
新
嘗
祭
か
ら
、
戦
後
に
政
治
的
な
理
由
で
分
離
し
、
休
日
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
現
在

の
勤
労
感
謝
の
日
で
す
。
し
か
し
、
「
勤
労
を
尊
び
、
生
産
を
祝
い
、
国
民
が
互
い
に
感
謝
し
あ
う
日
」
と
定
め
ら
れ

た
意
義
は
、
元
々
農
業
と
い
う
勤
労
、
そ
し
て
新
穀
と
い
う
生
産
を
祝
い
、
お
互
い
に
感
謝
す
る
と
い
う
新
嘗
祭
の
も

っ
て
い
た
性
格
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
業
や

芸
術
活
動
と
い
っ
た
か
つ
て
の
農
業
を
初
め
と
す
る
肉
体
的
な
勤
労
と
は
違
う
形
、
目
に
見
え
な
い
生
産
も
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
日
々
の
営
み
に
、
生
活
の
た
め
に
働
き
、
様
々
な
物
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
な

く
、
お
互
い
に
感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。
ど
こ
か
に
務
め
る
人
、
家
の

中
で
家
事
を
す
る
人
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
勤
労
の
形
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
を
尊
重
し
、

お
互
い
の
日
々
の
労
い
を
勤
労
感
謝
の
日
に
は
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


